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◆編集・発行
　茨城町　町長公室　秘書広聴課
　〒311－3192
　茨城県東茨城郡茨城町小堤1080
　☎ 029－292－1111
　メールアドレス
　ibarakit@town.ibaraki.lg.jp

◆人口
　住民基本台帳
　令和８年２月末現在
　男　15,056人
　女　15,036人
　総人口　30,092人
　世帯数　13,728世帯

◆茨城町民憲章
１　ふるさとの自然を守り、美し

い環境の町をつくりましょう。
１　からだをきたえ、教養を高め

て、すこやかな町をつくりま
しょう。

１　隣人や家庭の愛を大切にし
て、まごころのかよい合う町
をつくりましょう。

１　自分の仕事に責任と誇りをも
ち、活気に満ちた町をつくり
ましょう。

１　文化遺産を愛護し、先人の努
力に感謝できる町をつくりま
しょう。

◆町の花　桜
◆町の木　梅
◆町の鳥　うぐいす

◆町の防災行政無線が聞き取れ
なかった場合

　防災行政無線テレフォンサービス
　☎０８００－８００－８８４８
　　（通話料無料）
　町ホームページにも放送内容
を掲載しています。

◆町の情報発信中!!
●町公式ホームページ
　https://www.town.ibaraki.lg.jp/

●町公式Ｘ（旧ツイッター）
　https://twitter.com/IbarakiTownMati/

●町公式インスタグラム
　https://www.instagram.com/townibaraki_official/

●町公式ライン
　https://page.line.me/?accountId=ibarakitown
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大戸幼稚園ちびっ子アート

4

年長さくら組のみんな みんなともだち
～しょうがっこうでもがんばるぞ～

里山に育む生きものたち
№165　アメリカフウロ

（フウロソウ目　フウロソウ科）
学名

写真・文　 安　昌美

L.

▼
ア
メ
リ
カ
フ
ウ
ロ
（
亜
米

利
加
風
露
）
と
は

　

フ
ウ
ロ
ソ
ウ
属
に
含
ま
れ

る
１
年
草
で
、
北
米
原
産
の

帰
化
植
物
で
す
。
ア
ジ
ア
や

太
平
洋
諸
島
に
帰
化
し
て
い

る
そ
う
で
す
。
国
内
で
は
本

州
（
宮
城
県
以
南
）
か
ら
沖

縄
に
生
育
し
て
い
ま
す
。
日

本
で
は
昭
和
７
年
（
１
９
３

２
年
）
に
牧
野
富
太
郎
に
よ

り
、
京
都
市
南
部
で
見
つ
け

ら
れ
、
同
年
に
ア
メ
リ
カ
フ

ウ
ロ
と
し
て
発
表
さ
れ
て
い

ま
す
。
昭
和
の
初
期
に
日
本

に
侵
入
し
た
よ
う
で
す
。
日

本
で
は
牧
野
富
太
郎
も
有
名

で
す
が
、
「
分
類
学
の
父
」

と
も
呼
ば
れ
る
リ
ン
ネ
が
本

種
の
命
名
者
で
す
。
し
か
も

学
名
の
出
発
点
と
な
る
『
植

物
の
種
』
は
１
７
５
３
年
に

出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

学
名
は
１
７
５
３
年
発
表
と

さ
れ
、
し
か
も
そ
れ
が
現
在

も
通
用
し
て
い
る
の
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
フ
ウ
ロ
は
在
来

の
ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ
と
同
じ

属
で
す
が
、
葉
は
３
〜
５
に

深
く
裂
け
、
さ
ら
に
そ
の
裂

片
が
細
裂
し
ま
す
。
全
体
に

柔
ら
か
い
毛
が
覆
っ
て
い
ま

す
。
ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ
（
多

年
草
）
の
葉
よ
り
細
く
裂
け

て
い
ま
す
。
開
花
時
期
は
４

月
〜
８
月
で
す
。
果
実
は
鶴

の
く
ち
ば
し
の
よ
う
な
特
徴

の
あ
る
長
い
果
実
で
す
。
基

部
に
種
子
が
あ
り
、
種
子
の

表
面
に
網
目
模
様
が
あ
り
ま

す
。
ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ
の
種

子
は
平
滑
で
す
。（
ゲ
ン
ノ
シ

ョ
ウ
コ
は

平
成
８
年

７
月
１
日

の
広
報
で

紹
介
し
て

い
ま
す
。）

▼
茨
城
県
で
の
ア
メ
リ
カ
フ

ウ
ロ
の
広
が
り

　

帰
化
植
物
は
海
外
と
の
人

の
交
流
や
、
物
流
に
伴
い
、
港

や
空
港
な
ど
が
侵
入
地
点
に
な

り
ま
す
。
侵
入
し
て
日
本
で
生

育
で
き
る
も
の
は
各
地
に
拡
大

し
て
い
き
ま
す
。
本
種
も
最
初

に
気
づ
か
れ
た
の
は
京
都
で
す

が
、
京
都
か
ら
全
国
に
広
が
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
時
期
や
場

所
も
異
な
る
侵
入
も
あ
っ
た
で

し
ょ
う
。

　

茨
城
県
で
は
１
９
８
１
年

の
『
茨
城
県
植
物
誌
』
に
は

下
館
市
、
明
野
町
、
境
町
で

の
確
認
が
記
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
茨
城
町
で
は
１
９
９
６

年
の
ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ
の
紹

介
時
点
で
は
確
認
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
２
０
１
０
年

代
か
ら
は
町
内
で
も
生
育
地

点
が
増
え
て
い
ま
す
。
現
在

は
茨
城
県
ほ
ぼ
全
域
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。

Geranium carolinianum 

ゲンノショウコ


